
暑さ対策をこまめにしていきましょう                                 生活指導部    
蒸し暑い日々が続いています。熱中症予防の対策をこまめにしていきましょう。のどの渇きを感じてからの水分補給では、遅い
といわれています。学校でも体育の授業、裏庭での活動の際には、教職員がこまめに水分補給を行うよう声をかけていきます
が、ご家庭でも暑さ対策についてお子さんと、どのような行動が考えられるか話題にしてみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

「いじめ」について考えること 
校長 谷合 みやこ  

令和７年度が始まって２ヶ月、季節は初夏から夏へと移り変わります。真夏日、猛暑日といった言葉が日常的に聞かれるようになり

ました。熱中症への対策は「命」に直結するものと重く認識し、教育活動のすべての場面において、教職員の意識を高めなくてはな

らないと考えています。毎日の水筒のご準備にはお手数をおかけしますが、夏場は容量の大きいものを使うなど、ご配慮いただきま

すよう、どうぞよろしくお願いいたします。 

さて、６月は東京都教育委員会が定めた「ふれあい（いじめ防止強化）月間」です。都内すべての公立学校が、いじめをはじめと

する不登校等の早期発見・早期対応、未然防止につながる具体的な取組（道徳、学級活動の授業やアンケートなど）を実施してい

ます。いじめは、平成２５年に施行となった法律「いじめ防止対策推進法」において「当該児童等と一定の人的関係にある他の児童

等が行う心理的又は物理的な影響を与える行為であって、当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じているもの（第２

条）」と定義され、「児童等は、いじめを行ってはならない（第４条）」と明文化されている、あってはならない行為です。しかし、どこの

学校にも起こりうる、身近な課題でもあります。人と人が関わる中で、ちょっとしたボタンの掛け違いは避けられませんが、そのことに

いち早く気付き、事態が深刻化しないよう、適時適切に指導するという教職員の意識を高めています。 

私たち教職員が、子どもたちとの日常的なコミュニケーションの中で小さな変化に気付き、子どもたちがＳＯＳを発信できる信頼

関係を築き、ＳＯＳをしっかりと受け止め、軽微ないじめを見逃さないことが何より重要だと考えています。「たいしたことはない」「ふ

ざけ合い」といった認識は、大変危険であることを意識して、何か訴えがあった時には、管理職と教職員が共有し、双方の児童、周り

で見ていた児童からも丁寧な聞き取りを行って事実を確かめ、「学校いじめ対策委員会」において対応を協議したうえで適切に指

導し、再発防止に努めてまいります。これらの取組は、いじめの加害行為の抑止にもつながると考えます。ご家庭におかれましても、

笑顔が減って表情が曇ったり、登校を渋ったりするなど、いつもと違う様子がある場合やご心配な点がございましたら、小さなこと

でも学校にご相談ください。 

すべての子どもは、一人ひとりが、かけがえのない存在であり、未来への希望です。個人として尊重され、幸せに生きる権利をもっ

ています。これからも「いじめは絶対に許さない」という意識をもって、毅然と対応してまいります。 

６月２日の全校朝会では「命」について子どもたちに話す中で「いじめ」についても伝えます。ご家庭でも話題にしていただければ

幸いです。６月も子どもたちの笑顔の毎日のために教職員一同、力を尽くしてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 
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                              目黒区立宮前小学校 

校長 谷合 みやこ     

https://www.meguro.ed.jp/memymeeh/ 

校内研究について                                                           研究主任   

昨年度の研究の成果と課題を踏まえ、今年度も研究主題を「新たな価値を創造できること歓びを見出せる児童の育成 

～たんQの活動を通して～」と設定しました。令和５年度より、学んだことを活用して追究する時間を「たんQ」と位置付け、教科

等の学習の先を学ぶ活動の実践について研究を進めています。今年度は、「新たな価値を創造できる」ということを、「新しい知

識を得たり、新たな学び方を会得したりすること」ととらえ、学んだことや生活経験等を基に、次に追究したいことを自分で考える

児童の育成を目指します。そのために、日々の教育活動の中で、次の３つの力を発達段階に応じた手だてを講じながら育んでま

いります。 

① 「新たな課題を見付ける力」 

「もっと○○について知りたい。」「○○について勉強したけれど、△△をさらに調べたい。」といった課題を自ら見付ける力 

② 「実行する力」 

課題解決に向けて、自分なりに計画を立てて調べる力 

③ 「振り返る力」 

自分の取組や計画を見直し、再計画する力 



 

 

 


